







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 a 国語学辞典（1955） ○ ×
 b 国語学研究事典（1977） ○ ×
 c 国語学大辞典（1980）　 × ×















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　言語事項用語辞典（1979） ○   ○
ｎ国語科重要用語 300 の
　基礎知識（1981） ○ ○
ｏ国語教育指導用語辞典（1984） ○ ○
ｐ国語教育研究大辞典（1981） △ ○
ｑ中学校新国語科授業の 
　基本用語辞典（2000） × ○
ｒ国語教育辞典（2001） ○ ○
ｓ国語科重要用語 300 の
　基礎知識（2001） △ △
ｔ小学校新国語科授業の
　基本用語辞典（2001） △ △
ｕ国語科教育学研究の
　成果と展望（2002） △ ○
ｖ国語教育指導用語辞典（2004） ○ ○
ｗ国語教育総合事典（2011） × ○
ｘ国語科教育学研究の
　成果と展望Ⅱ（2013） × ○
ｙ国語科重要用語事典（2015） ○ ○
－21 －
一
連
の
著
作
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
語
感
」
概
念
の
「
意
味
の
微
差
」
以
外
の
部
分
の
認
識
に
つ
い
て
、
体
系
的
に
細
部
ま
で
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
意
味
の
微
差
」
に
つ
い
て
も
「
語
感
」
の
範
疇
に
含
め
て
お
り
、「
語
感
」
に
つ
い
て
、
一
つ
は
、「
言
語
感
覚
」
す
な
わ
ち
「
こ
と
ば
に
対
す
る
感
覚
」
を
意
味
し
、
特
に
「
類
義
語
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
を
感
じ
取
る
能
力
」
を
さ
す
、
と
説
明
し
て
あ
る
。（
中
略
）「
類
義
語
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
」
と
い
う
表
現
は
、
文
字
ど
お
り
意
味
深
長
だ
。「
ニ
ュ
ア
ン
ス
」
と
い
う
語
を
例
の
辞
典
で
、
一
応
「
こ
と
ば
の
感
情
的
、
文
体
的
な
意
味
の
違
い
」
と
定
義
し
な
が
ら
、「
指
示
対
象
の
微
妙
な
差
を
含
む
場
合
も
あ
る
」
と
補
説
し
た
の
は
そ
う
い
う
配
慮
に
よ
る
。
つ
ま
り
、
指
示
対
象
の
微
妙
な
違
い
と
、
何
を
さ
す
か
と
い
う
こ
と
と
は
別
に
、
そ
の
こ
と
ば
が
も
っ
て
い
る
な
ん
ら
か
の
感
じ
、
と
い
う
両
方
の
意
味
を
漠
然
と
さ
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。と
す
れ
ば
、「
語
感
」
の
ほ
う
も
、
そ
う
い
う
両
面
で
の
こ
と
ば
の
微
妙
な
違
い
を
意
味
し
、
ひ
い
て
は
、
そ
の
微
差
を
感
じ
分
け
る
言
語
的
な
感
覚
を
も
さ
す
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
一
九
九
四　
二
二
ペ
ー
ジ
、
傍
線
筆
者
）
と
し
て
、
語
感
の
も
つ
二
面
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
二
面
性
と
は
、
・
指
示
対
象
の
微
妙
な
違
い
＝
意
味
の
微
差
・
そ
の
こ
と
ば
が
持
っ
て
い
る
何
ら
か
の
感
じ
（
の
違
い
）
で
あ
り
、
・
そ
う
い
う
両
面
で
の
こ
と
ば
の
微
妙
な
違
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
（
こ
と
ば
自
体
が
発
す
る
も
の
）
・
そ
の
違
い
を
感
じ
分
け
る
言
語
的
な
感
覚
＝
（
人
間
に
備
わ
る
能
力
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
そ
の
こ
と
ば
が
も
っ
て
い
る
な
ん
ら
か
の
感
じ
」
に
つ
い
て
体
系
化
を
図
り
、
Ⅰ　
表
現
主
体
の
陰
翳
…
…
そ
の
こ
と
ば
を
選
ん
だ
人
間
の
在
り
方
に
関
す
る
何
ら
か
の
情
報
Ⅱ　
表
現
対
象
の
履
歴
…
…
そ
の
こ
と
ば
で
表
現
し
て
き
た
対
象
の
側
の
指
示
む
ら
や
そ
れ
に
関
す
る
記
憶
の
蓄
積
Ⅲ　
使
用
言
語
の
体
臭
…
…
そ
の
こ
と
ば
自
体
が
い
つ
の
ま
に
か
帯
び
て
い
る
体
臭
と
も
い
う
べ
き
何
ら
か
の
感
じ
に
大
別
し
た
（
２
）。
授
業
者
の
教
材
研
究
や
、
学
習
者
の
資
料
と
し
て
有
効
に
活
用
で
き
る
可
能
性
が
大
き
い
。
六　
「
語
感
」
指
導
研
究
の
現
状
「
語
感
」
を
正
面
か
ら
指
導
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
た
研
究
は
少
な
く
、「
言
語
感
覚
」
と
と
も
に
、
ま
た
は
「
言
語
感
覚
」
の
み
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
次
の
二
つ
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
①　
竹
長
吉
正（
一
九
八
三
）「『
言
語
感
覚
』教
育
の
歴
史
と
課
題（
上
）」
『
埼
玉
大
学
紀
要 
人
文
・
社
会
科
学
（
Ⅱ
）』
第
三
二
巻
、
埼
玉
大
学
教
育
学
部
　
　
同
（
一
九
八
四
）「『
言
語
感
覚
』
教
育
の
歴
史
と
課
題
（
下
）」『
埼
玉
大
学
紀
要　
教
育
科
学
（
Ⅰ
）』
第
三
三
巻
、
埼
玉
大
学
教
育
学
部
②　
甲
斐
睦
朗
（
一
九
八
八
ａ
）「
言
語
感
覚
の
概
念
」『
国
語
国
文
学
報
』
四
十
六
集
、
愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
　
　
同
（
一
九
八
八
ｂ
）「『
言
語
感
覚
』
の
問
題
点
」『
日
本
語
学
』
－22 －
第
七
巻
第
八
号
、
明
治
書
院
文
献
①
は
、「
言
語
感
覚
」
に
つ
い
て
言
及
し
、
直
接
「
語
感
」
に
は
触
れ
な
い
。「
言
語
感
覚
」の
二
重
構
造
を
提
案
し
、地
盤
層
と
し
て
の「
社
会
習
慣
的
『
言
語
感
覚
』」
と
発
展
層
と
し
て
の
「
個
人
活
動
的
『
言
語
感
覚
』」
を
措
定
す
る
。
前
者
は
主
と
し
て
「
正
否
」、
後
者
は
主
と
し
て
「
適
否
」「
美
醜
」
を
縄
張
り
と
し
、
学
習
指
導
の
順
序
性
も
そ
れ
に
従
う
が
、
両
層
を
固
定
化
、
孤
立
化
さ
せ
ず
、
相
互
に
交
流
さ
せ
て
流
動
的
状
態
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
重
要
だ
と
述
べ
て
い
る
。
特
に
、
次
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
「
言
語
感
覚
」
を
あ
く
ま
で
も
、
情
緒
性
の
強
い
も
の
、
感
性
的
な
も
の
、
主
観
性
の
濃
い
も
の
、
個
性
的
な
も
の
と
い
う
ふ
う
に
の
み
考
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
言
語
感
覚
」
の
基
盤
を
あ
く
ま
で
も
、
論
理
性
の
強
い
も
の
、
知
性
的
な
も
の
、
客
観
性
の
濃
い
も
の
、
社
会
的
な
も
の
に
求
め
る
。
 
 （
一
九
八
四
の
一
〇
ペ
ー
ジ
、
傍
線
筆
者
）
す
な
わ
ち
、「
言
語
感
覚
0
0
」
と
い
え
ど
も
、「
論
理
性
、
知
性
的
、
客
観
性
、
社
会
的
」
と
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
直
感
的
な
把
握
か
ら
、
分
析
的
な
把
握
へ
、
個
人
的
な
把
握
か
ら
社
会
的
（
共
通
的
）
な
把
握
へ
教
育
の
力
で
指
導
し
、
そ
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
文
献
②
も
「
言
語
感
覚
」
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ
る
が
、
語
感
の
問
題
と
も
大
き
く
関
わ
る
。
言
語
感
覚
の
概
念
と
し
て
、
⑴
美
醜
（
う
つ
く
し
さ
・
好
ま
し
さ
・
快
さ
な
ど
の
判
断
）、
⑵
正
誤
（
正
し
い
か
ど
う
か
の
判
断
）、
⑶
適
切
さ
、
⑷
微
妙
な
意
味
の
理
解
、
⑸
心
遣
い
・
表
現
効
果
、
⑹
言
葉
へ
の
関
心
の
六
種
を
示
し
て
い
る
。
⑸
⑹
に
関
し
て
は
、
⑸
「
心
遣
い
・
表
現
効
果
」
は
、
比
較
的
高
次
元
の
「
言
語
感
覚
」
に
属
し
て
い
て
、
効
果
的
な
文
章
を
書
き
上
げ
た
り
、
優
れ
た
文
章
を
正
当
に
理
解
し
た
り
す
る
修
辞
的
な
能
力
で
あ
る
と
同
時
に
人
間
性
、
社
会
的
対
応
に
も
関
係
す
る
性
質
を
も
つ
こ
と
に
も
な
る
。
そ
し
て
、
⑹
「
言
葉
へ
の
関
心
」
は
、
以
上
五
種
の
言
語
感
覚
を
基
礎
と
し
て
言
語
現
象
に
対
し
て
積
極
的
に
向
か
い
、
そ
の
あ
り
方
を
検
討
・
判
断
す
る
と
い
う
働
き
と
い
う
意
味
で
、
⑸
と
同
様
に
高
次
元
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。（
一
九
八
八
ａ
の
七
五
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
の
は
、
傾
聴
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
。
以
上
、
先
学
の
言
及
を
も
と
に
、「
語
感
」
と
「
意
味
」
と
の
関
係
を
整
理
し
て
み
る
と
、
図
１
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、意
味
や
語
感
で
連
鎖
的
に
集
ま
っ
た「
語
の
ま
と
ま
り
」
な
の
で
あ
り
、
微
差
の
あ
る
ま
と
ま
り
な
の
で
あ
る
。
七　
結
語
⑴　
「
語
感
」
に
は
、「
意
味
の
微
差
」
と
「
語
が
醸
し
出
す
あ
る
種
の
感
じ
」
の
二
側
面
が
あ
る
。
⑵　
「
語
感
」
に
は
、⑴
の
「
微
差
」「
感
じ
」
を
捉
え
る
能
力
を
も
指
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
教
育
の
力
で
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
⑶　
⑴
で
指
摘
し
た
二
側
面
の
指
導
に
は
、
中
村
明
を
初
め
と
す
る
日
本
語
学
関
係
の
研
究
成
果
を
国
語
科
教
育
に
援
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
 
指
示
的
意
味
意
味
語
感
 
文
体
的
意
味
 
感
情
的
意
味
意
味
の
微
差
=
狭
義
の
語
感
図１「意味」と「語感」との関係
－23 －
る
。
⑷　
語
感
が
感
覚
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
個
別
的
、
個
人
的
と
は
言
え
ず
、
社
会
習
慣
的
、
共
通
的
な
語
感
も
あ
り
、
教
育
に
お
い
て
は
、
両
者
を
往
還
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
⑸　
語
感
は
感
覚
で
あ
る
か
ら
、
直
感
的
な
捉
え
（
情
的
把
握
）
が
指
導
の
出
発
点
で
も
よ
い
が
、
分
析
的
な
捉
え
（
知
的
把
握
）
に
深
化
さ
せ
る
（
あ
る
い
は
往
還
さ
せ
る
）
こ
と
に
よ
り
、
語
感
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
る
。
⑹　
教
育
に
お
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
適
否
」
の
指
導
が
重
要
で
あ
る
。
学
習
者
の
言
語
活
動
に
お
け
る
諸
条
件
（
相
手
・
目
的
・
立
場
等
）
に
対
し
、「
適
否
」の
一
事
を
お
い
て
効
果
的
な
言
語
活
動
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
「
適
否
」
の
判
別
能
力
は
、「
表
現
者
の
意
図
が
効
果
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
」
と
い
う
「
意
図
と
効
果
」
の
問
題
に
触
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
⑺　
語
感
の
指
導
は
、
取
り
立
て
的
に
、
あ
る
い
は
表
現
指
導
の
題
材
と
し
て
指
導
す
る
こ
と
が
、
各
領
域
で
の
応
用
に
つ
な
が
る
。
読
み
の
指
導
に
お
い
て
蓋
然
性
に
任
せ
る
指
導
で
は
育
成
し
に
く
い
。
指
導
者
の
意
識
改
革
の
必
要
性
が
求
め
ら
れ
る
。
【
注
】
（
１
）も
っ
と
も
、中
村
明（
二
〇
一
〇
）に
よ
れ
ば
、「
お
か
げ
」の
項
に
、
「
天
気
予
報
を
真
に
受
け
た
―
で
雨
に
降
ら
れ
た
」「
あ
い
つ
の
―
で
ひ
ど
い
め
に
あ
っ
た
」
を
示
し
、「
悪
い
結
果
に
際
し
て
も
ち
い
る
こ
と
も
あ
る
。」
と
し
て
い
る
の
で
、
一
概
に
問
題
と
も
言
え
な
い
。
た
だ
、
そ
の
場
合
は
「
皮
肉
」
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
（
２
）
く
わ
し
い
体
系
に
つ
い
て
は
、
中
村
明
（
二
〇
一
〇
）
一
一
七
一
〜
一
一
七
三
ペ
ー
ジ
の
体
系
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。　
【
参
考
文
献
】
柴
田
武
・
國
広
哲
彌
・
長
嶋
善
郎
・
山
田
進
（
一
九
七
六
）『
こ
と
ば
の
意
味　
辞
書
に
書
い
て
な
い
こ
と
』
平
凡
社
田
中
章
夫
（
一
九
七
八
）『
国
語
語
彙
論
』
明
治
書
院
中
村
明
（
一
九
九
四
）『
セ
ン
ス
あ
る
日
本
語
表
現
の
た
め
に　
語
感
と
は
何
か
』
中
央
公
論
社
　
　
（
二
〇
〇
二
）『
日
本
語
の
コ
ツ　
こ
と
ば
の
セ
ン
ス
を
み
が
く
』
中
央
公
論
社
　
　
（
二
〇
一
〇
）『
日
本
語　
語
感
の
辞
典
』
岩
波
書
店
　
　
（
二
〇
一
一
）『
語
感
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
－
日
本
語
の
セ
ン
ス
を
み
が
く
55
題
』
岩
波
書
店
　
　
（
二
〇
一
三
）「
名
文
を
磨
く
に
は
ま
ず『
語
感
』か
ら
」『
文
藝
春
秋
』
平
成
二
十
五
年
六
月
号
文
部
科
学
省
（
二
〇
一
八
）『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説　
国
語
編
』　
東
洋
館
出
版
社
（
付
記
）
当
初
、
編
集
委
員
会
か
ら
の
依
頼
は
、
平
成
三
十
年
度
富
山
大
学
国
語
教
育
学
会
に
お
け
る
講
演
を
ま
と
め
よ
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
当
日
は
「
私
の
歩
い
た
道
」
な
ど
い
う
お
よ
そ
論
文
に
は
な
り
得
な
い
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
三
十
一
年
二
月
十
六
日
の
最
終
講
義
の
内
容
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
そ
れ
を
本
稿
と
し
て
提
出
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
本
稿
の
内
容
は
『
日
本
語
学
』
第
三
十
七
巻
第
十
一
号
（
二
〇
一
八
・
一
〇
）
に
掲
載
し
た
内
容
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
皆
様
に
「
語
感
」
に
つ
い
て
論
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
本
誌
に
も
掲
載
し
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
経
緯
で
す
。
 
（
本
学
名
誉
教
授
）
